


Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内：

ベンツ（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€32 〜€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　 完全予約制   日本語ご予約
　　　　　　　　　　　　 tel. (01)716 0947

マイバス・センター Tumlare Corporation Austria GmbH
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien   ウィーンの森 : 火木土
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-7160947  市内半日 : 月水金日  他

ウィーン半日市内観光／ウィーンの森半日観光／
ホイリゲとコンサートで楽しむウィーンナイト／
電車と船で行くヴァッハウ渓谷のんびりツアー／
ザルツブルクとザルツカンマーグート／ブダペスト１日

毎日催行完全予約制

日本語観光ツアー
みゅう ウィーン Miki Travel Vienna

その他ミールクーポン、オペラやコンサートの
チケットの予約・販売も致しております。

月〜金 09:00-17:30  tel. 01-310 2188 18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ウィーンデスク  Franz Jirsa GesmbH
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　月～金 / ９：30 ～ 12：30
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL: (01) 400 60 128
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   e-mail  y.takamine@viennaticket.at
JR パス、日本語観光バス、各種チケット手配

月刊ウィーン定期購読のご案内
 ◆ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円（計 12 冊分）を以下にお振込み下さい。
 ◦三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）又は
 ◦日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）　振込み後、以下にお申し込みください：
　gekkan@utanet.at　又は郵送 K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria 
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七
月
一
日
～
五
日
ま
で
、
国
際
原
子

力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
主
催
に
よ
る
核

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
初
め
て
の
閣

僚
級
会
合
が
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

「
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉
は
日

本
で
は
一
般
に
ま
だ
な
じ
み
が
な
い
が
、

盗
ん
だ
核
物
質
を
使
っ
た
テ
ロ
攻
撃
、

原
子
力
発
電
所
そ
の
も
の
の
占
拠
な
ど
、

原
子
力
に
関
す
る
安
全
保
障
（
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
）
を
さ
す
用
語
と
し
て
近
年
多

用
さ
れ
て
い
る
。こ
の
会
議
は
、核
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
強
化
の
た
め
の
国
際
社
会
に
お

け
る
近
年
の
成
果
を
総
括
し
、
今
後
の

中
長
期
目
標
と
優
先
事
項
に
つ
い
て
の

見
解
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
た
。
一
二
五
ヶ
国
及
び

二
一
国
際
機
関
・
団
体
か
ら
約
千
三
百

人
の
参
加
が
あ
り
、
我
が
国
の
鈴
木
外

務
副
大
臣
を
含
む
三
四
ヶ
国
か
ら
閣
僚

レ
ベ
ル
の
出
席
が
あ
っ
た
。

　

鈴
木
副
大
臣
の
演
説
で
は
、
福
島
第

一
原
発
事
故
で
得
ら
れ
た
教
訓
を
テ
ロ

攻
撃
と
そ
れ
に
伴
う
事
故
対
応
に
活
か

し
て
い
く
た
め
、
加
盟
国
と
情
報
共
有

し
国
際
的
な
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
へ

の
貢
献
を
訴
え
た
。
国
際
的
取
組
み
で

は
、
二
〇
一〇
年
末
に
日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
に
設
立
さ
れ
た
核
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
ア
ジ

ア
諸
国
の
核
不
拡
散
・
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
能
力
構
築
支
援
を
行
っ
て
き

て
お
り
、
今
後
も
貢
献
の
継
続
を
約
束

し
た
。
会
議
で
は
、
す
べ
て
の
加
盟
国

が
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
活
動
に
お
け

る
関
与
が
必
要
な
こ
と
な
ど
二
四
項
目

か
ら
な
る
閣
僚
宣
言
を
採
択
し
た
。
本

会
合
に
関
連
し
て
、
千
崎
核
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
長
ら
が
出
席

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
ウ
ィ
ー
ン
で
開

催
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
模
様
を
編
集
部

に
よ
り
欄
外
に
紹
介
し
て
い
た
だ
く
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の

対
比
で
は
、
両
市
と
映
画
と
の
関
連
に

つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
を

舞
台
と
し
た
映
画
は
、「
会
議
は
踊
る
」、

「
第
三
の
男
」、「
ア
マ
デ
ウ
ス
」
を
始
め

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
中
で
も
グ
レ

ア
ム
・
グ
リ
ー
ン
原
作
の
「
第
三
の
男
」

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
米
英
仏
ソ

四
ヶ
国
に
よ
る
分
割
統
治
下
に
あ
っ
た

ウ
ィ
ー
ン
を
舞
台
と
す
る
名
作
で
あ
る
。

プ
ラ
タ
ー
公
園
の
大
観
覧
車
中
で
オ
ー

ソ
ン
・
ウ
ェ
ル
ズ
が
「
イ
タ
リ
ア
は
ボ
ル

ジ
ア
家
の
圧
制
の
も
と
、
戦
争
、
テ
ロ
、

殺
人
、
流
血
に
三
〇
年
間
悩
ん
だ
が
、

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
や
ダ
・
ビ
ン
チ
、
そ
し

て
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
生
ん
だ
。
ス
イ
ス
で

は
同
胞
愛
の
旗
印
の
も
と
、
民
主
主
義

と
平
和
を
五
百
年
間
守
っ
た
が
、
ハ
ト

時
計
を
生
ん
だ
だ
け
」
と
悪
の
哲
学
を

語
る
場
面
が
印
象
的
で
あ
る
。
寅
さ
ん

シ
リ
ー
ズ
唯
一の
海
外
ロ
ケ
が
ウ
ィ
ー
ン

で
あ
る
こ
と
に
も
注
記
す
る
。

　
一方
、京
都
を
舞
台
と
し
た
映
画
も「
羅

生
門
」、「
新
撰
組
」、「
陰
陽
師
」
な
ど
こ

ち
ら
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
そ
も
そ

も
京
都
は
明
治
三
十
（
一八
九
七
）
年
、

映
画
の
試
写
に
初
め
て
成
功
し
た
我
が

国
映
画
発
祥
の
地
で
あ
る
。
時
代
劇
の

ロ
ケ
地
と
し
て
優
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
映
画
会
社
が
京
都
に
撮
影
所
を

置
き
、次
第
に
太
秦
周
辺
へ
と
集
中
し
た
。

一九
五
〇
年
代
の
時
代
劇
最
盛
期
に
は
、

太
秦
界
隈
は
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ「
日

本
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」
と
呼
ば
れ
た
。「
羅

生
門
」
を
始
め
と
す
る
数
々
の
名
作
が

京
都
で
撮
影
さ
れ
、
映
画
は
京
都
の一大

文
化
産
業
へ
と
発
展
し
た
。
そ
の
後
、
テ

レ
ビ
や
ビ
デ
オ
の
普
及
と
と
も
に
映
画

館
離
れ
が
進
み
、
現
在
は
松
竹
と
東
映

の
撮
影
所
二
カ
所
だ
け
と
な
っ
た
が
、
映

画
ば
か
り
で
な
く
、
テ
レ
ビ
や
Ｃ
Ｍ
の
撮

影
が
今
な
お
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー
ン

赴
任
中
、
第
三
の
男
博
物
館
を
訪
れ
、

大
観
覧
車
に
乗
っ
て
感
慨
に
耽
っ
た
も
の

で
あ
る
。
京
都
の
学
生
時
代
に
は
映
画

を
よ
く
観
た
が
、
最
近
は
ほ
と
ん
ど
観

て
い
な
い
。
し
か
し
、
女
優
の
宮
沢
り
え

が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
撮
影
の
た
め
筆

者
の
自
宅
近
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
数
ヶ
月

前
ま
で
住
ん
で
い
た
と
聞
い
た
時
は
、
流

石
に
京
都
と
思
っ
た
。
両
市
の
映
画
に

関
す
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
幸
運
に

感
謝
し
つ
つ
、
大
観
覧
車
を
描
い
た
ス

ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純

京
都
大
学
教
授
／
元
原

子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の

原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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■ ワークショップ アジアの核セキュリティセンター Harmonization & Nexus ■

核セキュリティ閣僚級会議
(c) IAEA

大観覧車

韓国 Kwan-Kyoo Choe 中国  Xu Yenhua 日本  Masao Senzaki IAEA  Tim Andrews 米国  Martie Larson EC  Adriaan V. d. Meer S.I.b.Yaakob マレーシア大使 政府代表部 小澤俊朗大使

ＪＡＥＡ（日本原子力研究開
発機構）のＩＳＣＮ（核不拡散・
核セキュリティ総合支援セン
ター／千崎雅生センター長）、
ＶＣＤＮＰ（軍縮・不拡散ウィー
ンセンター）、ＰＭＪ（日本政
府代表部）の共催で、アジア
における核セキュリティセン
ターについてワークショップ
が７月３日に開催された。

日本政府代表部の会議室にて

基調
スピーチ

開会
スピーチ


